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1. ヘ ッ セ 受容と ト ー マ ス . マ ン
r町荒野の狼A が実験的な大胆 さにお い て F ユ リ シ ー ズA や F贋金使 い A に劣りはしな い
文学作品であるこ とを, 言う必要があろうか oJ
川
これ は1937年, ト ー マ ス . マ ン が - ッ セ 60オ の 誕生日を祝して Ne ueZiir cherZeitu ng
続 く7 月 2日付l に寄せ た エ ッ セイ の 一 節である . ヘ ッ セ が F荒野の狼J を発表したの は
こ の マ ン の賛辞に先立 つ こ と 10年, 1927年 7月の こ とだ っ た o それ から数カ月後の 1928
年1月3 日付で - ツ セ 宛に r肝荒野の狼A は . . . . . .久し振りに, 読むとはどう い う ことなの か
をまた敢えてくれるもの でしたJく2Iと書かれ た マ ン の 書簡があるが , こ の書簡には - ッ セ の
もう 一 つ の , 韻文による 肝荒野の狼A と称す べ き詩集 F危機A に対する マ ン の感想が含ま
れて い る. F危機A には - ッ セ が 1925年頃から r眠れぬ夜の 折々にJ 書きつ けた生の まま
の心情告白に近 い 詩45編が集められ て い て, 散文作品の 軒荒野の 狼ぶ は こ れらの 詩を大規
模なヴ ァリ エ ー シ ョ ン によ っ て拡大したもの と言 っ て い い o F危機A を読んだ マ ン は, rあ
なたの 愛すべ きヒ ポ コ ン デ リ ー , また, 根本的に若々 し い 上昇 へ の憧れに . . . . . 一 私は深く感
動しましたJ との 感想を述 べ て い る o
こ の ような言葉に見る通り, マ ン は終止 - ッ セ の 良き友であり, 彼の作品 の理解と擁護
の為に力を尽 し, 世界に向 っ て - ッ セ を推し続けた作家であ っ たo そ れはも っ と早 い 時期
にお い ても確認されるこ とで, 町デ ミア ン A に つ い て 1919年, ある書簡で マ ン は最近強 い
感銘を受けた作品として rエ ー ミ ー ル ー シ ン ク レ ー ル の Fア ミア ン , ある青春の物語 山 を
挙げ, r非常に感動して夢中になりましたJ と述べ , rベ つ だ ん
tl時代の 先端t. を ゆくもの
ではな い が, そうぎらにある小説でばな い Jく1919年6月 6 日 仇 Jos ef Ponten 動 く
3Iと付
け加えて い たo こ の時, マ ン はまだ エ ー ミ ー ル . シ ン ク レ ー ル が ヘ ッ セ の 匿名である こ と
を知らな い o さらに先に挙げた - ッ セ 60オ の 記念 エ ッ セイ中では 折荒野 の 狼皿 ばかり で は
なく, Fデ ミア ン d に 対しても次の ような賛辞が マ ン か ら里されて い る o rこ の作品は不可
思議な正確さ で時代の神経を突き, 若者たちは こ の 作品 の 中から生活の 深奥にあるも のを
告げ知らせ てくれる者が現われてく ると思 っ て . . . . . . 夢中 にな っ たo Jく4Iま た, マ ン は こ の よ
うな作品 へ の 理解を示す発言と並行して, 1930年代から - ッ セ を ノ ー ベ ル 賞候補として推
し続け, 1946年にそれが実現するo
しかしこう いう首尾 一 貫した マ ン の態度とは異 っ て , 一 般読者の ヘ ッ セ に対する反応は
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多様であり, そ の受容 の波は他の ど の作家にも増じて高低の差の 大きなもの であ っ たo ド
イ ツ語圏以外で ヘ ッ セ が本格的に紹介されるの は, 日本以外ではほ とん ど第二次大戦後の
こ となの で, 専らドイツ 語圏の みに限 っ て言えば, - ッ セ の 創作活動の 始めか ら1970年代
まで の期間内に少なく とも5回の 人気の高潮期, ある い は注目された時期があり, 当艶
それ らの 間にはそれと は著しく対照的な低潮期, ある い は無視され た時期がはさまれて い
るo
Fr an zBa u m erによると,く51 ドイツ に お い て - ッ セ の 名声が高まりを見せ た 第 一 の 時期
は1904年の Fベ ー タ ー . カ ー メ ン チ ン トJ と共に始まるo 19世紀末から自然 へ の復帰を唱
えて ドイツ 各地で盛ん にな っ た大小の 青年運動グル ー プ, または .tW a nder vogel
rJ
の 若者た
ちの 間で こ の 作品は大歓迎 された の だ っ たが, 実は これ らの 青年達の共同生活, 団体生活
による運動ス タイ ルほ ど, 孤独 の 中で の内面探究の みに人生の意義を見 い 出した こ の小説
の主人公と作者の 意図に反するもの はなか っ たo にもかかわらず, 専らその 自然との 一 体
感を若者たちは歓迎 し, Fベ ー タ - カ ー メ ン テ ン トA は彼らの 中で い わば聖書的と言 っ て
い い役割を担 っ たと言えようo したが っ て - ッ セ に お い ては こ の 時すでに, 作者と作品と
読者と い う円環的な相互関係にお い てそれぞれ の 意図の すれ違 い , あ る い は甑鼠 亀裂,
断絶の 現象が現れて い て, こ れ以後 こ の現象がより深刻になる こ と こ そあれ, 解消される
ことは現在に至るまで つ い に無 い o ともあれ, F ベ ー タ ー . カ ー メ ン テ ン トA の 成功は ヘ ッ
セ の職業作家として の地歩を築 い てくれたo さらに2年後, 1906年に発表した 町車輪の 下
にJ もまた ヘ ッ セ の 名声を高め る の に 一 役買 っ て い るo
こ の 徴 集 一 次大戦時の - ッ セ は平和主義的な言論括動により, 一 時ドイツ 国内での 人
気を失うo 大戦中の ドイツ で彼は愛国主義的な立場の 人々 から r裏切者J として攻撃され
た.
だ が, 1919年に出版された 町デミア ン J は第 二 の - ッ セ ブ ー ム を引き起す. 1916年, 私
生活上の 混乱も共に作用して訪れた内面的な危機の 克服の ため , - ッ セ は ユ ン グの 弟子 で
ある医師, J . B . ラ ン グを訪れ 初め て精神分析治療を受けた. これ以後 ヘ ッ セ は フ ロ
イトや ユ ン グの 精神分析に親しむようになり, それが作品に反映きれるようになるが, そ
の成果を示す第 一 作 が Fデミア ン A である . こ の作品は, マ ン によれば, 青年逮に対して
ゲ ー テ の Fウ ェ ル テ ルJ にも匹敵せ んばか りの 影響を与えたと言うoく6I
こ の 頃の ヘ ッ セ の文学観に はようやく変化の 兆しが現れ てくるよう で, ゴ ッ ト フ リ ー
ト . ケ ラ ー 生 誕百年に際しての ,1919年7月10日執筆の エ ッ セイ 仏Seldwyla im A be nd-
rot
IJで ヘ ッ セ は, ケ ラ ー の ような, つ まりは以前の 自作のような19世紀リアリ ズム の 文学
世界は終蔦を向えた, と告げたo r燃えきかる ヨ ー ロ ッ パ に お い てゼ ルトヴ ィ ラは, 親しみ
やす い 骨董品と化して しま っ た .Jm こ の 時 - ッ セ は創作の 基本的態度を作品の 芸術的完成
度で はなく, 芸術性 の破綻をも敢 えて辞さず自己探究を深め る こ と に向けて軌道修正 を
行 っ た . こ こ で, Fベ ー タ ー . カ ー メ ン ナ ン トJ 以来その ロ マ ン 的, 牧歌的情緒の みを愛し
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てきた, こ と に 中高齢層の 読者は - ッ セ か ら次第に経れて い き, 逆 に自己形成途上の 青年
層はこれまで以上に 強 い 共感を覚えて ひき つ けられ ると い う図式ができ上 っ て い くo
こ の 図式をさら に尖鋭化した延長線上に, 1927年の F荒野の 狼B に よる第三 の ヘ ッ セ 注
目期が来る . - ッ セ によると
r 慌 野の狼A は他 の どの作品 に も増して, 激 しく誤解され た
作品であり, しかも私に全く不可解にこ の作品に つ い て述 べ た の は, こ れまで私 に同調L
感激してくれて い た人たちであり
. . . .
. .拒絶的だ っ た 人 々 で はなか っ たJく8,との こ とである.
こ の作品の発行に つ い て S. Fischerは当初慎重で , ヘ ッ セ の もの としては少 な い
一 万 五千
部を印刷したの だ っ た が, 予想に反して売れ行きよく, き らに四万部が増刷されたo こ の
時代の様々 な病根に い ろ どられ た F荒野の 狼A は当時の読者に対し, その 拠 っ て 立 つ 各自
の立場を明白に意識化する こ とを迫る試金石的なもの を持 っ て い た o
こ の 作品以後, - ッ セ の こ れまで の 読者は, 国家主義的色彩を帯びて ヘ ッ セ否定に回る
側と, こ の 後に続く暗 い ナチの 時代にも当局の 目を盗ん で
rポ ル ノ グラ フ ィ ー でも読むか
の ようにJ糾してまでもなお - ッ セ の 作品を求め続ける少数の , しか し熱心な支持者と に
は っ きりと分れ て いくo 当然, 30年代におけるナチズ ム の 時化 ドイツ で は ヘ ッ セ ブ ー ム
の 波は消えざるを得な い o
第二次大戦終了時, - ッ セ が 1946年に ノ ー ベ ル 賞を受けた こと と結んで, ドイ ツ で は四
度目の - ッ セ再評価の動きが 見られた o こ の 時もその 主な払 い 手は戦争から帰っ たばかり
の若 い世代であ っ たo こ れ は第 一 次大戦終了時と似た現象である と言 っ て い い o
l こ の 後数
年間, - ツ セ は各地 の 大学で の 講義や論文の テ ー マ に取り上げられ たりした o
しかし1950年代に入ると再び受容相に変化 が見られ るo
一 度高ま っ て い た披は次第に下
り坂に向 い , つ い に 1957年, Karl Hein zDeschn erが - ッ セ を
r陳腐なJ r素人芸J の 作
家にすぎぬ と全面否定するに至 っ て, - ッ セ 人気はそ の根を完全に断たれたかに見えた .
こ の後思 い が けぬ第五 の - ッ セ ブ ー ム が西ドイツ の み ならず他の国 々 にも起るまでには ,
ア メ リカ の若者たちによる - ッ セ発見を待たねばならな い o
ア メ リカにお い て ヘ ッ セ は第 二次大戦前に何点かの 作品訳が出て い たとは言うもの の ,
ほと ん ど未知の 作家であ っ た o 1946年に - ッ セ が ノ ー ベ ル 賞を受けた時ですら , ヘ ッ セ は
ほとん ど注目をひかな い o Sigrid Mayerによると,U
OJ - ッ セ が そ の ようなア メリカにお い
て迎えた流行期はは っ きり 二 つ に分 けられる と い うo 第 一 期は い わゆる Be aト Gen er atio n
による ヘ ッ セ 崇拝の動きで , ほ ぼ 1957年頃から60年代の半ばに及 ぶ . ま た第二期は 1965
年にア メ リカで Fデミア ン A の新訳 が出た事に端を発 し, 70年代半ばまで続く o こ の ブ
ー
ム もまた rヒ ッ ピ ー グ ル ー プ , 学生, テ ィ ー ン エ イ ジ ャ - , つ ま り比較的若 い 世代の 大部
飢 を占め る人々 がそ の 中心であり, 商業出版社はこ れに便乗して ペ
ー パ ー バ ッ クの 廉価
版による ヘ ッ セ の 作品を大量に売り込む こと に成功したo
こ の ような動きの 中, ア メ リ カの ジ ャ ー ナ リ ズム は 60年代始めに はま だ冷や かな ヘ ッ セ
無視の 態度を崩さなか っ た が, 60年代後半から次第に興味を示し始め, Sa m Fran cisco
lO3
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IJIJtこ つ い て論説を試みるまで にな っ たo り11こ の 晩 特に若 い世代に隻
延した - ッ セ ブ ー ム の火付 け役を果したの は, Tim othy Lea ry が 1963年, 11T hePsyche-
delic Revie wq に発表した論文 r - ル マ ン . - ッ セ , 内面 の旅 の 詩人Jく12lであ っ たらしい o
こ の 中で T. Le ary は, 麻薬 パ ー テ ィ の前には r Fシ ッ グ ル タA と 唱 野の 独 を読む べ き
であるo こ と に, 慌 野 の 軌 の最後の部分 は貴重な教科書であるJく13Iと述 べ た o かくして,
F
. Ba u m erによれば rそれ以来 - ッ セ は マ リ フ ァナと LS Dの世代の 教祖とな っ た, つ ま
り, かくして由々 しき誤解の対象とな っ たJく14Ic, であ っ た o それは ともあれ, こ の ようなこ
と の他 に, - ッ セ の作品に見られる平和主義や 反フ ァ シズ ム の 姿勢が ベ トナム戦争帰りの
世代に共感をよんだ と いう事実もあ っ て, それ は過去二度の大戦終了時の ドイツ の場合と
同じである .
こ の ア メリカ の - ッ セ ブ ー ム が逆輸入 される形で, 西独 に第五回目の流行期が訪れたo
60年代にはまだア メ リカ の ブ ー ム は ドイツ ではほ とん ど注目されず, ジ ャ ー ナリ ズ ム も黙
殺し続けて い た o - ッ セ に対して何の 関心も示 さぬ ことが知的な人間の 証しで でもあるか
の ご とき風潮で , 真剣に - ッ セ の 作品を分析するこ となどは ドン キホ ー テ的愚行とみなさ
れかねぬくら い にな っ て い た ドイツ にお い て u5l,1970年,Suhrka mp社が 12巻の ペ ー パ ー
バ ッ ク による全集を出版した時, それまで下降し続けて い た - ッ セ の 作品に対する需要状
況が逆転し, 年を追うご とに上昇し始めた のである o 例えば1970年 一 年間で売れ た全部数
偽八万部 沖 1976年にはわずか - カ月で売れて しまう と い う現象が起きた昌一 そ の読者層
はや はり, 主として 15オから30代 ぐら い まで の若 い世代で成り立 っ て い た と言われる .
こ の ような様々 な - ッ セ 需要の高低や 人気の 消長には, それ ぞれの 時期に特有の事情や
条件が絡んで い よう o しか し, そ の い ずれ の 時期の ブ ー ム にも ー つ だ け常に共通してある
事実は, F. Bau m erによれ ば次のような事になる o r - ッ セ を特に若者た ちの 間で指導者的
様相を帯びた流行作家にしてきたの は, 主に危機と自己検討の 必要な時代 であ っ たo Jく均
しか し - ッ セ が個 々 の作品を書 い た の もやは り, - ッ セ 自らにと っ て 鳩機 と自己検 札
が必要 とな っ た時々 に か てであ っ たo 30年代以降, ナチに ドイツ を追われ てア メリカ へ
の 亡命生活を余儀なくされ た マ ン は, それとは対照的に早くか らスイス の モ ン タ ニ ョ - ラ
に r快適な安住の 軌 を見 い 出して い た - ッ セ に羨望の 念を抱きながらも, 彼の 中に自分
と同質な時代感覚と危機意識と文学者としての 使命感があるの を感じ取 っ て い た o それ は,
よく知られて い るよう に マ ン が Fフ ァ ウ ス ト博士 の 成立A 中で, - ッ セ の Fガ ラ ス 玉遊戯
が自分 の Fフ ァ ウ ス ト博士A と非常に似て い る の に驚 い た, と述 べ て い る言葉か らも窺われ
るo マ ン は自分と の 同質性ばか りでなく, 慌 野の 軌 に対して 懐 験的な大月旦さJ と い う
言葉を用 い る こ とで , F ユ リ シ ー ズJ に お ける ジ ョ イ ス や 咽 金使 い 切 における ジイ ドと の
ヘ ッ セ の 同質性をも精通したの だ っ た o
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こ れらの , 本質的に異 っ た個性相互の 中に マ ン が見 い 出した共通性は何か o ある い はそ
の根拠は何か o マ ン の次 の 書簡は多少なりともそれを探る糸臼を暗示 して い るようである .
r. . . . . .結局の と こ ろ, 現代文学 に れ には ジ ョ イ ス および Fウ ェ ル ギリウ スJ にお ける
プ ロ ッ ホも入 ります1 に見られる神話的な色彩および感動は, 非常な苦難と危険に直面し
て い る現代人が自分自身の 存在の 意味を問うて い る , .ほ とん ど祈りと言 っ ても い い , . 不安
げで情熱的な態度の 表現なの でしょうoJ く1945年11月15 日付 Robert Fae si鋤 く17J
こ こ で いう マ ン の r祈りJ が - ツ セ に お い ては どう表現され るの か . それと の なんらか
の関連で F荒野の狼J と いう, こ れまで の 受容史の 中心にあ っ て何度も穀誉褒乾 の波に洗
われた作品の r実験的な太腹さJ が存在して い る の ではな い か . それを F荒野の狼A の 成
立事情とそ の 内容を探る こ とで考えてみた い o
2. F荒野の 狼A の成立
1978年に出版された Ralph Fre edm a n nによる - ッ セ の伝記 v.Her m an nHesse- Autor
derKrisisIIu8Jによれば, - ッ セ と は r人間に生れた ことはや はり喜びであろうかo そうだ
とすればそれはなぜか. こ の 間常に ヘ ッ セ は彼の生活と著作の 中で常に解答しようとして
い たJ
く叫作家であると い う. - ッ セ に と っ てその 間題が最も焦眉の もの とな っ た の は40代
から50代にかけてであり, その 中から生み出された の が F荒野の狼A であ っ た c r人間に
生れた こ とはや はり喜びでJ あるか どうか o こ の疑問の前提には当艶 人間にと っ て は不
幸の方が恒常的な状態なの だと の 認識が なくてはなら か - だ ろうo それならば, - ッ セ の
不幸とは 一 体何であ っ たか o そしてそれはど こまで普遍化して, 人間の 存在その もの の 中
に根拠を持 つ もの と考えられる の か . こ の種 の問 い に最終的な答えを得るこ とは不可能で
あるにもかかわらず, - ッ セ はその 間 い を発 し続けた o こ の 間 い かけの 深さがそ のままF荒
野の狼Aの 存在感の重さに つ なが っ て い るようだo そ れでは - ッ セ の 不幸とは, つ まりF荒
野の 狼J 的体験とは 一 体 ど の ようなもの であ っ た の か .
再び先 に挙げた R. Fre edm a n nの伝記や幾 つ か の 年譜によれば, - ッ セ の 犠 野の狼A
時代, つ まり 1920年代には - ッ セ はしばしばチ ュ ー リ ヒ, あ る い は バ ー ゼ ル , また好んで
ミ ュ ン ヒ ェ ン で過すことが 多か っ たようである o 肝荒野の 狼Aはそれを反映してか, - ッ セ
の作品群で唯 一 , 都市を舞台に したもの とな っ て い る o 主人公 - リ ー . - ラ ー の さまよう
無名の都市は バ ー ゼ ル とチ ュ ー リ ヒ のイ メ ー ジ か ら作られたもの らしい . - ッ セ は 1924年
11月中頃, バ ー ゼ ル, ロ ー トリ ン ガ 一 通 り7番地に小さな屋根裏部屋を借りて間借人生括
をし, また1925年12月 19 日にはチ ュ ー リ ヒ, シ ャ ン ツ ェ ン グラ ー ベ ン 31番 に家を借り
たo こ こ はそれ以後, 1931年頃まで - ッ セ の 冬の 住居とな っ た o した が っ て, こ の 頃の - ッ
セ の生活は モ ン タ ニ ョ - ラ と い う僻村と バ ー ゼ ル, チ ュ ー リ ヒなどの都市と の 間のあわた
だし い往復の 中にある. そ の 理由の 一 半 はドイツ各地で講演や朗読会を行 っ て生活の資を
得るため , また 一 半 は病気治療の ためであ っ た. こ の 往復の 実態を摘記すると, ヘ ッ セ の
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r不幸J の外見上の 鞍郭が浮ぶ o く201 .
1922年 8月 21 日, ル ガ - ノ で講演, 演題 は rイ ン ドの文化 と芸術に つ い てJ.
1923年 5月 8 日から6月半ばまでチ ュ ー リ ヒ近郊, バ ー デ ン の ヴ ュ レ ナ ホ - フ に て座骨
神経痛と痛風の初めて の 湯治治療 o こ こ で の経験は同年10月頃執筆の F湯治 凱 の 素材と
なるo 以後, バ ー デ ン で の湯治は毎年の 習慣とな っ たo 更に こ の年 の 12月未から翌年1月
半ばまで高熱を伴 っ た腸炎の ため バ ー ゼ ル で 入院.
1924年 3月 10 日, 腸炎再発, 治療 . 同年10月, 三週間 バ ー デ ン にて湯治の 執 11月中
旬二度日の 妻 Ruth We ngerと ドイツ各地を旅行. 12月1 日 には シ ュ ト ゥ ッ トガ ルトにて,
12月 3 日 には ル ー ト ヴィ ヒ ス ブ ル クにて朗読会o
1925年 1月未, フ ライブ ル クと バ ー デ ン に て朗読会. こ の年も10月 30日 バ ー デ ン に て
湊治, その 後, 11月1 日から同月半ばまで ドイツ 各地 の 朗読旅行o 滞在地 はブラオポイ レ
ン , ウ ル ム , ア ウグス ブ ル ク, ニ ュ ル ン ベ ル ク, ミ ュ ン ヒ ェ ン , ル ー トヴィ ヒ ス ブ ル クo
1926年 1月か らしば しばJ . B . ラ ン グを訪れて精神分析治療を受けるo こ の 年は10月
8.日から11月10 日まで バ ー デ ン に て揚軌 11月半ば から12月半ばまで ドイツ 各地を旅
軌 滞在地ウル ム , シ ュ トゥ ッ トグ ル ト, ダル ム シ ュ タ ッ ト, マ ー ル ブ ル ク, フ ラ ン ク フ
ルト.
1927年1月中旬から2月初めまで, 更に10月末か ら11月未まで 二度にわた っ て バ ー デ
ン に て病臥o 12月には眼病で手術治療o
1928年3月, ドイ ツ各地 の朗読旅 札 滞在地はウ ル ム , - イ ル ブ ロ ン , ヴ ュ ル ツ ブ ル ク,
グ ル ム シ ュ タ ッ ト, ヴ ァイ マ ー ルo しか し3月25日から4月 6 日まで ベ ル リ ン近郊ラ ン ク
ヴ イ ツ にて再び病臥するo
ヘ ッ セ が こ の ような生括を余儀なくされ た経 済的貧窮の 原因は, 第 一 次大戦以降の
1tPa zifist
o
ヘ ッ セ の 音静活動に対する攻撃や 出版界か らの ボイ コ ッ ト また単に自然と青
春を諌えるだけの 無害な作家であるこ とをや めたため に 町ベ ー タ ー . カ ー メ ン テ ン トJ 以
来の読者を失 っ たこ と, 更にはまた, 相次 い で起 っ た家庭的なトラブ ルなどに由来する.
F荒野 の 軌 の成立期はこう いう生活苦と病苦と い う 二重 の枠 の 中に飲め込まれ てあり,
そ.の中で ヘ ッ セ は生活の崩壊と再生の過程を辿る こ とになる.
わずか数週間同居しただ けで別 れた 二度目の 妻 Rutb の母で, ス イ ス の 女流作家でも
あ っ た Lis aW e ngerに宛てて, - ッ セ は 1926年 12月22日に次の ように書 い て い るo r私
の こ れまで の生活にお い て家庭と いうもの は決して幸せ な, 良 い役割を演じは しません で
した. - 方, 友情 の 方は い つ も第 一 に大切なもの で したo . . . . . - Jく2 1博せな家庭生活, ある い
は円満な市民生活を送 っ て い るア ウトサイダ ー が矛盾した存在であるの は当然だが, ヘ ッ
セ の 中にはア ウトサイダ ー と して の 自覚がありながら, 一 方 に は市民的な安定を求める気
配もまた同居して い る.
彼 の最初の妻 M a ria と は1922年7月14日に離婚して い るが , 彼女はそ の後も引き続き
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の モ デ ル で , 彼女と は1924年1月11日 の 結婚以降うまく い かず,
ほとんど別居のままで過され る. 1925年5月, Ruthは結核に罷り療養生活に入 っ たo ま た
こ の年, 前妻 M aria はその 兄 A dolfの 自殺がき っ か けで, 宿癖の 精神病が悪化し入 院.したo
その 費用 一 切 ヘ ッ セ の 負担であるo 1927年 1月1 日, 妻 Ruthは離婚を希望し, 3月18日,
一 方的に離婚訴訟を起すo 5月2 日, 正式に離婚. パ ー ゼ ル 民事裁判所の 4月27日付判決
文には次の ように記されて い るo r. . . . . .被告 ト ッ セlは隠遁生活を偏愛し, 他 の 人間に合
せる こ とがで きず, . . . . . .自分 の著書くF湯治客A と Fニ ュ ル ン ベ ル ク紀行A を指すl の 中で
自ら隠者, 変人, ノイ ロ ー ゼ, 不眠症の精神病質者と称して い るo . . . . . .J く22ナ
しかし, こ の前年1926年に はすで に後 に三番目の 妻 となり終生の伴呂となる Nino n
Dolbin と知り合 っ て い る . Nin on は ル ー マ ニ ア出身の ユ ダヤ人で菜館史を研究し, - ツ セ
の 熱心な読者で あ っ た. 1926年に彼女が - ッ セ を訪問した ことを契機にその 親交は深ま
る . 詩集 F危機J 中には, おそらくこ の頃書き つ けられたと思われる r眠れぬ夜にJ く仏In
schlaflo serNa chtge schriebe n
p
lと膚された詩があり, そ こに次のような 一 節が見られ るo
r. . . . . .ノ愛する ニ ノ ン , お前は今, 私 の月だノお前は載の不安な心の 闇を照らす,J私 の 心
は呪われて悲しく闇の中に住んで い るノお前の利口そうな黒 い 目は愛で 一 杯 だノああ, い
つ までも私のそばに い てくれノ. . . . . .Jく2 3JN in onは - ッ セ の 身辺にあ っ て彼 の世古を続け,
1931年に結婚したo
こ の 頃の ヘ ッ セ の実生活は確か に混乱そのもの だが, しか し - ッ セ は混乱の 源である市
民生活を 一 切, 中途で遮断してしまう試み はして い な い . む しろそ の逆で, そ こ にある の
は, 別れた妻と残された子供の面倒を見る に誠実な前夫であり, 親子ほども年の 違う女性
に恋をして失敗する中年男であり, バ ー ゼ ル やチ ュ ー リ ヒ の街をさまよ っ て仮面舞踏会に
夢中になる痛風患者である. こ の 時の - ッ セ にはその ア ウトサイダ ー として の 自覚裡に,
痛 い に対して健康体が本能的に抵抗するか の ように, 努めてイ ン サイダ ー 的であろうとす
る気配がある o
これらの 錯雑した実生活の網の 目にか ろうじて空 い た隙間を縫 っ て, その 実生活を対象
に作品の執筆が続けられ るo 1926年11月 10 日 に - ッ セ は シ ュ テフ ア ン . ツ ヴ ァイクに宛
てた書簡で過去数年間の 状況を次の ように伝えて い る .
r.
. . . . .私が抱えて い る問題 はただ単に 老 い始めて50代の 困難な年を過さ ねば ならなく
なっ た男の 問題で はなく, . . . I . .自分 の仕事が その 基盤と意味とを失 っ てしま っ た ために疑
わしい もの , ほ とん ど不可能なもの にな っ た作家の 問題なの ですo く第 一 次1大戦以来, こ
の間贋は次第に大きくなり, テ ッ シ ン の村 くモ ン タ ニ ョ - ラl で の 七年間の 独居生活もそ
れを軽減して はくれません でした o
日下, 書く こ との 困難. . . . . .か ら逃れるには, こ の 困難そ の ものを語る以外, 通がありま
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せ ん . つ まり告白を書く ことです. . . . . . .Jく241
.
唱 野 の 独 に ヘ ッ セ が集中的に取り組む時期はこ の 書簡の 善かれ た数週間後に訪れる
が , こ れに先行した rテ ッ シ ン の 村で の七年 軌 にお ける執筆状況は どうだ っ た だろうかo
ヘ ッ セ が モ ン タ ニ ョ - ラ に居を定め る の は1919年4月 である. 同iF, r世界の 出来事の
重み に押されJ, r焦眉の 念に駈られてJ三 日間で書 い た若者た ち へ の ア ピ ー ル Fッ ァ ラトゥ
ス トラの 再 軌 が発表される o 1920年, 短編三部作 Fタリ ン グゾ ル の最後の 凱 と エ ッ セ
イ 唱 屯を見るA が発表される o 192年初め, 後の 犠 野の 独 の 前奏曲とも言う べ き短
編 Fは ぐれ者の 日記から止 を書くo そ こ には rか つ て私 の 生活が立派で栄誉に満ち, . . . . ..
私 の 家庭がし っ かりしたもの だ っ た とは , そして今はその す べ てが多彩なぼ ろきれにな っ
て私 の体にひ っ か か っ て い る だ けとは . . . . . .す べ て が壊れて しま っ た とは, 全く奇妙だ,く25,
と書き つ けられるo 1922年5月7 日に, 1919年9月か ら開始され て間に 一 年半休止期間が
あ っ た 肝シ ッ グ ル タA の執筆が終り10月に出駄 1923年10月28日, 唱 治 乱 を書き終
え, 1924年1月, 3札 Ne u eRu ndscbau誌に発表する o 1925年11 月24日から 12月18
日までを費やして 町ニ ュ ル ン ベ ル ク紀軌 を執筆,1926年1月, 3札 4月, Ne u eRu ndscha u
誌に発表 o また , 同年2月, 町絵 札 出版o 8月, 町簡略な履 軌 を Ne u eR undscha u誌に
発表o
こ れらの作品や生活記録的散文の 著作に並行して 町荒野 の 軌 の 構想が青くまれて いくo
1923年頃からの ヘ ッ セ の書簡を辿り, その 記述を生活上の諸事実と重ねてみ ると, そ こ に
F荒野の 独 の 原画と思われるもの が浮び上 っ てくるようである.
1923年6月 26 日, EmilM olt に宛てた書簡く261によれば, - ッ セ は自分 の 周辺を取り巻
い た様々 な軌棟の 原因を, その 精神主義的, 文学的なもの へ の純粋で徹底的な志向性, 非
妥協性の 中に見て い る o 第 一 次大戦を中心にした世界の混乱や , 20世紀から始まる大衆文
化発展の 中で 人間の精神的なもの , 内面的なもの の 価値を追及 する こと, しかもそれをあ
る社会的集団の 一 月 としてでなく 一 個人として行なうこ とは rこ の 時代 にお い ては希望の
ない アウトサイダ ー J にな っ てしまうことを意味するo 1923年は, - ッ セ が Osw ald Spengler
の F西洋の 没落J を読んだ年でもあ っ た o
1925年1月 25日, Em m y BalトHen nings宛て に r私は い つ も 一 人 で, 私 を他の 人 々 か
ら隔てて い る ぶ厚 い 壁 の ような空虚を突き破る こ とができな い の ですJt27,とあるo また, 坐
きる こ と へ の絶望感とより 一 層重 い 家族 へ の 責任の み にまと い つ か れ た ヘ ッ セ が 1925年
4月 1 日 に Ball夫妻に宛て て奮 い た書簡の 一 節 は, そ の まま - リ - . ハ ラ ー の 決意として
作品中にも取り入 れられ る こ とになるo r . . . . . .私 は 一 時, ほ とん ど絶望しき っ て , もはや生
きて い た い とも思 い ませんで したo しか し逃げ道を見 つ けた の です. つ まり, 私 は50オの
誕生日に, つ まり 二年後にもしなお私がそれを望んで い るなら, 首を括 っ てもよ い と決心
したの ですo - す る と今では , こ れま で私にと っ て困難だ っ たも の がすべ て少 しは違 っ
た趣きを示すようになりました o なにしろ, 最悪 の事でもせ い ぜ い あと 二年続くだ けなの
108
- ル マ ン . - ッ セ の F荒 野 の 狼題 に つ い て 9
ですからo Jく
28J
しかしこ の決意は, 逆に言えば , 50オ の誕生日 , 1927年7月 2 日まで は何があ っ ても生
きて い て
F荒野 の狼A を書こうと いう決意に等しい . こ の 頃, J . B . ラ ン グの もと で の
精神分析治療は - ッ セ に と っ て かなり有益であ っ たらしい o ヘ ッ セ は, 自分は
r現実と し
ての, 生の ままの Ro m a ntikと M agieJの 中に 生き, r完全に非日常的な, 幻想的な夢やイ
メ ー ジ の世界の , 多彩で深 い 軌 を泳 い で い る の だ, と言う oく
291そ こを, い わ ゆるItPistoriu s
vo nDemia n
p く- ツ セ は時々 , 医師ラ ン グを こう呼んだlに導かれながら生きて いく中で,
ヘ ッ セ は こ の
r悪 い 時代J にもまたそれ なり の r偉大と美J がある ことを知 る. 1926年初
顔, - ッ セ はチ ュ ー リ ヒ の ホテ ル で催された仮面舞踏会を訪れ , 楽しむ o そ の熱中ぶりを
Her m an nHuba che rが後年詳しく伝えて い る . く301 そしてすでに こ の時 F荒野 の狼A の仕事
は進んで い たらしく, こ の 頃 Carl工s enberg に宛てた書簡には次の ようにあるo r今の私の
混屯凝視と内的体験を, 語 り得るもの にし作品にすることが どこまで成功するかは判りませ
ん. い ずれにしろそこでは . . . . . .坐 - なるもの へ の 魔術的な歩みが大切 な の ですo J く1926年
1月7 日付IC31こ う書 い たほぼ 1 カ月徽 2月17 日付で - ッ セ は Ball夫妻に宛てた書簡
で rこ こ数 カ月間, ほ とん ど い つ も深 い 谷底を歩 い て い るJ と い うような気分で, そ こを
脱出する手だても無 い と述 べ , r枢はすで に注文済Jで はあるが今の と ころ, ま が 首を括 っ
ては い な い J, 仮面舞踏会に出かけ, 酒を飲み, その結果また持病の痛風に悩まされて い る ,
と嘆きはするが, ド. . . . . .しか し, 最近はともかくなん とか こ の ままでもや っ て い けそうで,
生きる こ とも再び可能になるの で はな い か , と い う気が しますJく
32Iと いう言葉も つ け加え
られるo こ こ には何らか の 新しい 転回と救 い の予兆がかすか ながら現れ て い る o
こ のような流れの 中で最終的に F荒野の狼A が誕生するの だが, そ の 前にまず1926年6
月18日, r深 い 谷底を行くJ 気分 の中で書綴られた詩がまとめ られて い る o こ の 日, ヘ ッ
セ は前年の冬頃から書 い た 45桶の 詩をS. Fischerに送付した o 最初 - ッ セ は こ れをF荒野
の狼A の 中に含めて出版した い 意向だ っ た. しか し同年 11 月 にこれが 仏De rStep pen w olf,
Ein Sttick Tagebu ch in Verse n
I, と題されて に の 時初めて ttStep pen w olf
lJ
と い う語が
人々 の 目に触れ た, Ne u eRu nds cha u誌に発.表され た時, rその 反市民的で不道徳J な調
子が読者の 不評を買 い , Fischer の助言に応じてそ の 意向を放棄した. こ れ は F荒野 の 狼A
の 出版徽 F危機A く仏 Krisis
J
lと改題されて1928年に千部の 限定版で出版された の だ っ た
が, その 後再版される こ とはなか っ たo 1926年IO 月14日付, Hein rich W iega nd宛書簡
で - ッ セ は, こ の い わ ば詩による F荒野の 狼A に つ い て, そ れは
r美的に見ればおそらく
無価値J であろうが, 自分 にと っ て は rすでに数年来, 美的なもの に つ い ての 野心J は関
心事ではな い , r文学作品で はなく告白J を書 い て い る の であり, ち ょう ど
r溺れようとす
る者, 毒にあてられた者が架型や声の調子を気にしたりせ ず, た だ絶叫するJ
く3 3切 と同じで
ある, と言 っ て い る o
その ような事情の 中, 1926年12月15日頃から - ッ セ は こ れまで部分 的に書き進め てき
109
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た 犠 野の 軌 の給仕上げにかか るo 12月 16
一
日 に Otto Hartm an n宛てで 胤 まほぼ三年
前から, 人間的, 精神的な孤立と痛 い とから逃れ るため に, そ の状態その もの を描写対象
にする以外 なんら逃げ道がありませ ん の で再 びその 仕事に取りかか っ て い ます. . . . . .Jく叫
とあり, 12月31日, Em my Ballに宛てて r. . - . . 一 慌 野 の 軌 が完成しました o 清書にも
うしばらくかかりそうですo それが終れ ば, 勇気を出して喉をかき切りた い もの ですo な
ぜなら, 生きる の が耐え難 い もの ですから. . . . . .Jく351と書くが, 翌1927年1月 21 日, 清音
が終 っ て しま っ た後, 妹 の A dele宛てに 鳩 日狂 っ たようにJ 仕事をした結果, 今は過労
気味であると語り, 更に次 の ように言うo r. . . . . .今は, 束 の 間で も私の生活に意味 . . .. . .を与
えてくれた創造の 喜びが再び去 っ てしま っ て空虚の 中に居ますo 私 がまたそれを体験し得
る時まで には, こ の 空虚 は何年も続くでしょう o . . . . . .Jく36lと は言 い ながらも, こ の 後すぐに
こ の 慨 し い創造 の喜びJ は再来する o つ まり, 同年 の 4月未にはすで に次作 Fナ ルチス
と ゴ ル トム ン トA に着手して い る の である .
こ の ようにして 慌 野の狼 鵬 1927年7月2 日, - ッ セ 50オ の 誕生 日を記念して, Hugo
Ballが並行 して書 き進め て い た - ッ セ の 伝記 と とも に Fiscber社か ら出版 され た の で
あ っ た ロ
3 . F荒野 の狼 遥 の 内容
仙 r序文J
rこ の書物はあの男が, つ まり彼自身しばしば用 い て い た表現に拠 っ て私たちが 犠 野
の 軌 と呼んで い た男が私たちに残した手記である. . . . . . .Jく3 71 専
一
こ れが 慌 野の 軌 の書き出し, つ まり, 儒 者の序 丸 の 冒頭であるo それは こ の 作品
の本文, ハ リ ー . ハ ラ ー の 特 記J の 前に置かれて い るo こ の rff丸 を書 い て い る編者
とほ 一 体誰なのか o 彼 は編者と い う言葉が示すささやか な役割からはみ出して, 作品その
もの に深く関わ っ て い る.
作者として の ヘ ッ セ が自らの作品との 間に 傾 乱 を介在 させ る の は, 匿名 と い う隠れ
蓑 へ の 好み と並んで - ッ セ の愛好する作品形式であ っ たo こ の性癖は彼の他の 主要な作品
にお い ても見られる現象で あるo 肝 - ル マ ン . ラ ウ シ ャ - J く1901斜 にお い て ヘ ッ セ は,
亡 き友の 遺稿を編んで出版する編者に自らを擬した o ま が デミア ン A く1917判 にお い て
が 古ぼ けた . . . . 1 1よく知られた名前で若者たちをが っ かりさせな い ため にJく叫 エ ー ミ ー ル .
シ ン ク レ ー ル と い う匿名の 陰に自分を隠したo 同名で 折ッ ア ラト ゥ ス トラ の再 熟 も善か
れて い るo また, 後 の Wガ ラス玉遊戯J く1943判 で は 一 人 の編者が主人公 ヨ - ゼ フ . クネ
ヒ トの伝記を書き, そ の遺稿と共に出版すると い う形をとる o
こう いう - ッ セ の輔晦癖は, 彼の 自伝的 エ ッ セ イ F魔術師の幼年時代止 に見られる ロ マ
ン 的な現実超蒐志向で説明されそうだし, 現実的には, スイ ス の僻村モ ン タ ニ ョ - ラ, い
わ ば世界の鼠こ隠棲した - ッ セ の生活ス タイ ルから見て当然の帰結かもしれな い o しかし,
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F荒野の狼dにおける編者の役乱 ある い は意味はそれ のみ にと どまらず, そ れを超えて,
他の作品よりもさらに重くな っ て い る o こ の 編者は単なる編者で はな い o 編者 であると同
時に, 重要な役割を与えられ た登場人物である o ゆえに, 序文もまた序文でありながら本
文であると言 っ て い い o
作品中, 編者は終止無名の ままである o 彼は, 同居して い る叔母の ア パ ー トに間借Tl 人
として現れて わずか数カ月で姿を消した, 自ら
r荒野の狼J と名乗る男に つ い て語るo r荒
野の狼Jが後に残すの は
一 編 の手記である o だ が, 残されたもの は実はそれ のみではなか っ
たo 編者は r規則正 しく暮らす人間J であり,
r市民的ではあるが安全で様 々 な義務に満た
されたJ 生活を送 っ て い て, r荒野の狼J の r精神的な興味に満たされては い るが放堵で無
紀律な生活ぶ りJ には嫌悪の情を隠し切れな い o それ にも拘わらず
r荒野の 軌 が姿を消
した後もなお, 編者の 胸裡にその 姿が共感と同情の 思 い と共に残り, 心 の襲にしみ込ん で
いくの である o 彼は言う o r私には彼がかわ い そうな気が したo それにしても彼はなんと慰
さめなく, 寄る辺なく, 無防備な生活を送 っ て い た こ とか .J
く39儒者は小市民的教養の 限界
を越えて r荒野の狼J を分析 しその本質を洞察するほ どの 学問的能力は な い が,
r序丸 と
その書き手と い う形式の限界は踏み越えて, r荒野 の狼Jに対するア ン ビ バ レ ン トな自分 の
感想を つ け加えずには い られな い . r彼 の手記が詳細な序文を必要とするか どうかはさてお
い て, 私としては こ の荒野の 狼の原稿にさらになにがしかを つ け加え, そ こ に私 の 彼に対
する思 い出を記してみた い と い う欲求がある 山く4
01こ の r欲求J に従 っ た彼は r荒野の狼J
の外見と印象と, 更に幾度か彼と言葉を交わした機会 に心に残 っ た言葉の幾 つ かを詳述す
る. 彼の表現は終止抑制的で, r荒野の 狼Jの 表面をなぞる程度の描写にとどめられては い
るけれ ども, こ れ によ っ てまず読者は r荒野の 狼J を小市民の 日と いう フ ィ ル タ
ー を通し
て見る ことができる o そ こ に映 っ た r荒野の狼J の 姿は, こ の 後に続く r手 凱 の 直接的
な, 告白的な描写の中か ら浮び上る姿と重ね られる こ とにより, 主人公 ハ リ
- . ハ ラ 一 ,
つ まり r荒野の狼J と いう存在の 輪郭と奥行が 一 層極立 っ て深く見えてくるこ とに役立 つ
だろうo したが っ て こ の作品の 持 つ 重層的な構造の 土台が, r序文Jによ っ て置かれる こ と
になるo
編者の 見る r荒野の狼J の ア ブ ノ ー マ ル な姿は, すでに作品の 主題提示であると言 っ て
い い . 編者によれば r荒野の狼J とは矛盾その もの と言 っ て い い 存在であるo 彼が訪れて
最初に吐く言葉は rああ, こ こ は良 い 香りがするJ であ っ た o 整然とした賢実な, 清潔な
市民的生活環境は明らか に彼 の 気に入るようだ o で ありながら , 彼には どこ かそう い うも
のを, ある い は自分自身すらも本気には受取 っ て い な い ような所がある. 彼は施端に非社
交的で, 運命と化した孤独を生き, 別世界からこ ちらに迷 い 込ん できた獣に 見えるo 彼 の
周囲を日常世界とは異質な, 冷 た い 空間が取りま い て い るo 精神的に鍛 えられ た そ の表情
は編者を強く引きつ けるが, そ こ に は r感動させるあるもの , 哀願して い るようなも の J
を窺わせ る何かがあるo 彼は決して煩 わし い同居人 ではな い にも抱らず, 屠なくな っ てし
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ま っ た r今でもなお彼の こ とが片付 い て い なC-o J
彼 の 眼差しの 意味する と こ ろは, すで に恒常的な状態とな っ て しま っ た絶望その もので
あ っ て, そ の イ ロ ー ニ ッ シ ュ な悲しげな視線は時代全体, 人間の 営み の す べ てを貫 い て
,
その 浅薄さ, 空虚さを暴き立 てて い ると見えたo 彼はおそらく病人であろうが, それ は横
溢する精神的オ能 と力の あまりの 内面的な不調和に起因するもの だろう . そ の上彼が ニ ー
チ ェ 的な 博 脳 の 天才J である こ とが更にその 病勢を昂進させ てしまう o そして, 彼の ペ
シミズ ム の 底にあるもの は, 世界ではなく自己に対しての侮蔑であり, あらゆる憎悪と非
難攻撃は何よりもまず自分に向けられて い る こ と, それ を編者は 偶 野の狼J に見て とる.
偶 野の狼J は自ら編者に語 っ て言う o r . . I . . .私 は い わ ば傍らに, い わば物の送の ような
と ころ に住ん で い る の ですJ と o 本来人間は生きるため に創造きれた筈なの に, 彼は思索
の ため にの み創られ たか の ご とく, 編者 の住む市民的な世界はすで に対極化して, そ こ に
戻る道を見失 っ て い る. しかし, 編者は 頂 野の狼J の極め て個人的な痛 い が, 実は自分
たちの 生きて い る時代その もの の痛 い と等しい こ とを悟り, 次 の ように言うo
rこ の 手記は . . . . . .時代 の痛気その もの を描写の対象とする こ とによ っ て そ の病気を克施
しようと い う試みであるo それは. . . . . .地款 の 中を行くこ とであり, 闇と化した魂の世界の ,
時には不安に満ちた, 時には勇気に満ちた歩みであり, それ は地獄を歩き尽そうとの意志,
混屯に身を晒 して悪しきもの を最後ま で悩み尽そうとの意志を持 っ て の歩みである .Jく叫
こ の ようなわ けで編者は, 作者に代わ っ て r手記J に対して の い ささか の解説を読者の
ために施してくれ, r荒野 の狼J の い わ ゆる 1t地獄廻りp の 入 口まで道案内を勤めてくれた
こ とになる o さらに編者は r手乱 を読む際の心構えを次のように述 べ る周到さを持 つ .
r
ハ ラ ー の 手記が語 っ て い る体験に つ い てそ の 内容の 真実性を調 べ る こと は私には不可
能だ っ たo 私はその大部分が創作である こ とを疑わな い o だ が, 勝手気ままな, と い う意
味でではなく, 魂 の深み で起きた出来事に目に見える出来事の 衣装を着せ て表現 しようと
の 試み, と いう意味で であるo . . . . . .そして私は , そ れには幾らか は現実の , 実際の体験も
もとにはな っ て い る こ とを疑わないJ421
こうして r手 軌 を読む ため の前提条件が 一 応は提示 された こ とになるが, こ の 前提条
件は後で , rトラクタ ー トJによ っ て更に補完される だろう. こ こ で編者の 役割は終 るo こ
の後読者は編者によ っ てか けられた r小市民の 凱 と いう フ ィ ル タ ー を はずして, r荒野の
狼J をじかに見る段取りになるo
く21 r手記J の 亨頭と rトラクタ ー トJ
読者を r狂 人に限る くtlNurfur VerruckteqlJ と限定する付記を持 つ r ハ リ ー . ハ ラ 一
の 手 軌 には途中, 始ま っ て間もなく r荒野の狼に つ い て J と贋きれ た rトラク タ ー トJ
が挿入され て い る o こ の贋にも r狂人に限るJ と付記されて い る o すなわち, r荒野の 軌
は こ の r手 軌 を狂人 の ために の み書 い た の だ が, しかし彼は同 じく何者か が狂人 の た め
にの み書 い た rトラクタ ー トJ を読者として読む破日になる o した が っ て , r荒野の 狼, 自
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身, 狂人に他ならな い . r手記Jは狂 人が狂人の ため に書 い たもの , と解されざるを得な い o
r序文J で表面的になぞられ た r荒野の狼J の姿が r手記J では表面の皮膜をくぐり抜
けた内側か ら見られ る こ とになるo 何者か によ っ て, ある い は 自分 自身によ っ て, と言 っ
てもい い だろうが, r狂人J と規定されて い る r荒野の狼J は, 編者 の家で の 自分 の 日常生
活の - コ マ を述 べ る こ とか ら r手記J を書き起す. 彼は市民的環境に身を置き, そこで の
快適な暮しに憧れさえ持 っ て い る が, それ が実は r古めかし い セ ン チメ ン タリズ ムJ でし
かない こ とを自ら永如しても い る o それが証拠に彼はその ような暮し振りに長くは耐えて
vlられな い . r これほ ど私が憎んで い るもの は他 にはな い o つ まり, こう いう く市民的なl
満足だの , 健康だ の , 快適さだ の , ある い は . . . . . . 市 民的オプテ ィ ミズ ム, ある い は中庸や
正常性や平均性の みでできた, む やみ にはび こ っ て い る紀律Jく431, こうい う微温的な日常を
破壌した い衝動が彼の 中に起り, その衝動は時に自分自身の 破壊願望にも つ なが っ て いく o
彼は街の 酒場 に出か けて それをなだめ, ごまかすしかな い o しかし後にもほ んの 一 瞬 では
あるが, た とえば モ ー ツ ア ルトを聞 い て い る折に思 い がけず, 幸福 の予感が閃め い て消え
る時がある o - リ ー は それを r黄金色の, 神 々 しい 残映く仏ein egolden eg8 ttlicheSpur
LIIJ
と称する o
そうして巷間を坊復する - リ ー はある夜, 奇妙なもの に出くわす. 目の前 の石壁に突然
1tM agis chesT he ater. Eintrittnichtfurjeder m an n- nichtfiirjeder m a n no と いう文字
が小さく光 っ て消える の で ある . しかもそ の 時, 自分 の心 の 中で何かがそれに呼応して動
くの を感ずる . その 文字が消えるや い なや, 今度は足元 で, 雨 に濡れて鏡のようなアス フ ァ
ルト上に ttNu r. . . . . .fur. . . . . .Vc r. . . . . 1riicktep と い う文字が切れ切れ に映る の を見るo こ の ア
ス フ ァ ルト上の文字の .1Ver. . . . . .rGckteO と いう区切 り方は, r荒野の狼J がたとえ狂人で
あるにしても普通の 意味で の精神錯乱的狂人ではなく, 動詞 v erruckenの 原義に拾 っ て,
日常性の世界から異常性の 世界にずり動かされてしま っ た者, の意である こ とを明らかに
して い る o
そして こ の 時, 彼の 中にはあの ttgolde n eSpur
p
の
一 瞬が訪れ る. その 瞬間こ そは - リ ー
が r永遠を想起し, モ ー ツ ア ル トや 星を想起J する ことができ, 束の 間でも r息をつ き,
生活し, . . - . .苦しむ必要もなく, 自分を恐れる こ とも恥じる こともな いJ か の ように思え
る唯 一 の 時であ っ た o そ の 同じ夜, 酒場を出た彼は妙なプ ラカ ー ドを持 っ た男に会う. プ
ラ か - ドには tlAn archische A bendunterhalt. ung. M agis ches T he ater. Eintrittnicht
furjed. . . . . .p と善かれて い る. まさに こ れは - リ ー へ の r魔術劇場J から の 挨拶であり,
招待に他ならな い . こ の 男 が r荒野の狼J に 1
tTr actat v o m Step pe n w olf. Nur fiir
Verrucktett と題された小冊子を手渡すo r荒野の狼J は こうして, 自分 に つ い て何者か の
手で書かれた研究論丸 rトラク タ ー トJ を読む ことになるo
r私たちが荒野の狼の魂を更に調 べ て み ると. . . . . .Jく叫 と の 一 節 で判る通り, rトラクタ ー
トJ の語り手は r私たちJ と い う言い 方を用 い て い る o こ の r私 たちJ とは更に他の 一 節
ilil甲
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に rひ ょ っ と したら私たちの魔術劇場の中で . .
.
. . . .彼が お ち ぶ れた魂 の解放に必要な物を見
出すかもしれぬJく451とあるように, こ の 後 - リ ー が 出会 い , - リ ー を r魔術劇 軌 へ 案内す
る人々 を指すと思われる. それ は トラ ン ペ ッ ト奏者の パ ブ ロ , または モ ー ツ ア ル トや ゲ ー
テや ある い は ヘ ル ミ - ネを個々 の 分 身とする, 超超的, 総合的な 一 着 と言 い 換えられる o
ある い は r荒野の狼J の 内に秘められ た, より高次元の r荒野の狼J 自身か もしれない o
い ずれにしろ, r荒野 の狼Jにと っ てそ こ に到達する ことが生涯の 目標であるような存在に
よ っ て書かれて い ると言 っ て い い . こ の rトラク タ ー トJ を称して Colin W ils o nが こ れは
立派なアウ トサイダ ー の 研究書である, と言 っ たように , こ こ で は r荒野の 狼J に つ い て
観念的, 学術的な用語が多用され, 客観的分析が行なわれる こ とになる o
r荒野の狼J に つ い て, r荒野 の 軌 以上にその昔脳 と生活とに通じて い るらし い書き手
は, rトラクタ ー トJ を rか つ て, - リ ー と い う名前で, F荒野 の 独 と呼ばれ て い る男が
い たJ と い うメ ル ヒ ェ ン 的な書き出しで語り始め る. そ れ に よれ ば, r荒野 の狼J は確かに
聡明で利口 な男ではあるが, r自分と自分 の生活に満足するこ とJを知らな い o それ は成長
期にお い て教師, ある い は両親によ っ て, そ の 意志を削り落し, - リ ー の みならず い ずれ
の 人間の 内にも潜んで い る昔 の r荒野の狼J 的な面を去勢し骨抜きにする こと の みを日ぎ
す教育を受け,無惨にも失敗したからであるo 調教され飼 い 馴 らされ る こ とを拒否しter軌
は, 逆に彼の 中の 人間的な部分と対等の 力を待て しま っ て, - リ ー は今, 教養と人間性の
皮を被 っ た r狼J であるo
ハ リ - の 中で こ の 二 つ の散骨は, つ まり外皮と しての r人 乳 と内実としての r軌 と
は, 噸美し合 い , 敵対し合 っ て争 っ て い るo 人間として 誠実 であろう とする時, ハ リ ー は
こ の ような面をも隠す訳には い か な い の で, その 結果半ば必然的に, 半ば 自ら望んで, 社
会的なあらゆ る鮮や係累を失う. 彼 の周囲には自由で はあるが孤独と死 の 勾う影が重く澱
んですで に久し い o
しか し, これは ハ リ ー の み ならず, 一 般 に芸術家と称きれる人々 には当然の状態である,
と rトラクタ ー トJ は言う. た だ - リ ー が その こ と に気付かず, それを自分だ けの運命の
ように感じて自分を呪 っ て い るだ けで, それ に気付くこ と こ そ - リ ー の 救済の 第 一 歩 にな
る嘗である . ハ リ ー も含めて こ の ような人々 にお い ては時折, r狼J と r人 乳 とが束の 間
の休戦状態に入る時がある . - リ ー 自らは r黄金色の輝きJ が送る 一 瞬 と r手 軌 で いう,
あ の状態である . こ の ような和解の幸福な 一 瞬 から生じるもの, それが星の ような永遠性
をたたえた芸術作品なの ではな い か .
本来, 市民社会はこ の ような芸術家の, つ まり r荒野の 狼J の群れによ っ て その す べ て
の養分を提供されて い る筈なの である o だ が, 芸術家の 常の 生活は r永遠の苦しみ に満ち
た運動と騒擾でありJ, い つ も, r人間生活とは結局, 自然が犯した 一 つ の 誤 りで は か -かJ
と いう危険な疑惑と, r人間は . . . 一 一 .神の 子であり,不死 - と定め られたるもの ではな い の かJ
と いう正反対の予感 との 間で揺れて い るもの である.
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こ の当然の事情を認識し, 肯定し, 受け入れる こ と の できぬ - リ ー は, その昔しみから
逃れるため に自殺しようとするo つ まり, 自我の拡大, 深化, 強化の みを事として生きて
きた果てに, 異様に肥大化 し意識化された自我を抱え, 今はむしろ, rく自我のl 消去, 母
へ の
, 神 へ の , 全なるもの へ の帰遼J が目的とな っ た, い わ ば自殺志願者として - リ ー は
生活して い る . と は言 っ ても, 死に対する小市民的な恐怖もまた無 い 訳では か - の で, こ
こ で彼はその 生活形態同様, 妥協的手段を選 ぶ . つ まり, 作者 - ッ セ の ように彼もまた,
二, 三年後の 50オの 誕生日を自殺決行の 日と定める o何があ っ てもその時まで に過ぎな い .
それが彼には慰さめになる o
と こ ろが, rトラクタ ー トJ によれば, - リ ー の ような r荒野の 狼J にと っ て の救済は自
殺などによ っ てではなく, フ モ ー ル によ っ てなされるもの であると いう. フ モ ー ル の み が
不可能を可能 にし, r狼Jが人間の群れの 中で つ つ が なく調和的に生きてゆけるようにして
くれる o r世界 の中に生きながらそれが世界の 中にではな い か の よう に, 法則を敬しつ つ 同
時にそれを超え, 所有せずに所有し, 断念とは見えずに断念するJく岬 こ と, - リ ー が こう い
うフ モ ー ル による救済の 道を受 け入れ, r私 たちJ の小さな鏡を手に入れて自分 の姿を見,
不死なるもの に出会 い , r私たちの魔術劇場の 中でJ魂 の救済に必要なもの を手に入れると
いう可能性は - リ ー の 前に開かれて い る, とrトラクタ ー トJは主張する. Beda Alle m an n
はその論文 仏 Tr a ctatv o mStep pe n w olfp く1961lく471の 中で , 一 見独立 したもの に見えるrト
ラクタ ー トJ が, こ の ような記述 によ っ て r手記J の後半の r魔循劇場J に接続して い る
こ とを示す, と指摘する通りく
48J
, 実 は rトラクタ ー トJ もまた筋の 一 部を形成し, 作品全
体の中に緊密に取り込まれて い る こ とが判るo rトラク タ ー トJ は実は r魔術劇場J へ の招
待状であり, 手引だ っ た の である o
く3I r魔術劇場J
作品の 流れは再び r手記J に戻るo - リ ー は rトラクタ ー トJ と いう鏡の中に自分 の姿
を発見したo 確かに こ こ では自分が r高度な客観性を持 っ て . . . . . .外側 に い るもの によ っ て
外と上から見てJ 記述されて い る . だ が, - リ ー に は そ の冷静さ に対して噸笑と軽蔑の念
を禁じ待な い o こ の事き手は 多分, - リ ー に つ い て - リ ー 自身よりも r多く知 っ て い なが
ら, 同時に少ししか知らぬJ 者であるだろうo しか レ 1 リ ー にと っ て何よりもありが た い
の は, rトラクタ ー トJ が敢えてくれた自殺と い う処方議だ っ たo しかし rトラクタ ー トJ
は更に彼の深 い 意識の奥に向けて影響を及 ぼしてく るo 自殺 の決意を固めて - リ ー が 夜 の
眠りに つ こうとする瞬間, r意識が消えようとする最後の境目にほんの 数秒F乳Fトラクタ ー
ト皿 のあ の奇妙な箇所がちらりと思 い 出され た. 町不死なる者A に つ い て語られて い たあ の
箇所がoJ 彼 の中 の r黄金色の輝きJ へ の憶慣は自殺願望の 中 へ 分 ち稚く混じり込んでくる o
その憧懐は時に は消滅しながらも完全に消えてしまうこ となく蘇り, 細 い 流れとな っ て彼
の体内を視り, 次第に大きくなり, 彼を内側から r魔術劇場J へ と促す働きをする だろう.
r魔術劇場Jに - リ ー を結び つ ける者として, まず - ル ミ - ネ が登場するo 彼女は - リ ー
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に対して r魔術劇場J 入場の ため の, い わ ば予備教育を行う最初の 人間で, 彼女 が彼に教
えたの は市民的日常性をその ままに受け入れる こ とであるo つ まり飲み, 食 べ , 踊り, 餐
し, 生活を楽しむ こ とをである o 彼女はその ようなこ とはす べ て, 自殺する こ とすらも含
め て r子供の遊び のようにJ 易し い , と言う . また, - ル ミ - ネ は - リ ー の 遠 い 記憶に訴
えてくる何か を持 つ o ヘ ル ミ - ネ ニ Her min eと は男性名 Her m an nの女性形であ っ て,
Her m a nnと は - IJ - の 助な友達の名である, と されて い る o 彼女は - リ ー を r魔術劇場J
に導く r女性的なるもの J であると同時に男性 He m a n nにも結び つ い て い る両性具有的
く叫her m aphr oditischplな存在であ っ た. - リ ー に と っ て は死 の牢獄の 中に突然命の 手が差
し伸 べ られた か の ごとくで, 彼は嫌応なく彼女の指図に従わねばならな い . なぜなら, 彼
女の す べ て の考えや意見はもともと自分 の もの で, 彼女 の声を通して自分が語 っ て い るか
と思えるくら い だか らo - ル ミ - ネ は - リ ー に 言う. rあなたが F黒鷲A く酒場名1 に入 っ
て来る の を見た時, す ぐに私は感じましたo こ の 人は私に従うだ ろうo 私 が命令する こと
に こ の 人は憧れ て い るだ ろうと oJt
49Jまた - リ ー は次 の ような - ル ミ - ネ の 予言を聞く.
r私は, あなたが私を愛するようにきせ てしまうで しょうo . . - . あ なたは私の 命令を実行
し, 私を殺すでしょう. Jく50Jこ の ような言葉の 暗示する意外な, 同時に必然的な結末に向 っ
て緊鞍の孤が大きく張り渡され, そ れに沿 っ て - リ ー は ヘ ル ミ - ネ と共に, つ まりは自己
との対話を積み重ね つ つ 進んで いく.
楽しむような噸けるような視線で, い たずら っ ぼく, 共犯者的な気分をたたえ, r同時に
苦脳 と知と, 深淵を思わせ る真剣さに満ちたJ - ル ミ - ネの 紹介によ っ て, - リ ー は更に
二 人の 人間と知り合 い になる. 一 人 は娼婦 マ リアであり, 一 人は ジ ャ ズ バ ゾドの トラン ペ ッ
ト奏者 パ ブ ロ である. マ リ アは - リ ー に対 して, ちょう ど 町シ ッ グ ルタJ にお ける娼婦タ
マ ラと同じく, 愛 の世界 へ の 手ほ どきを施すが, こ れもまた r魔術劇場J の ため の予備教
育に他ならな い .
パ ブ ロ が - リ ー に教えようとするの は r不死なる者J の笑 い , r永遠 の世界空間J に至 っ
て得られ る笑 い で ある . - リ ー に と っ て パ ブ ロ は自分 と共有する何物も持たず, 自分 には
無縁の世界に住んで い る人間と最初は見えながらも, 次第に - リ ー の 前にそ の正体を明ら
か にして い き, - リ ー の パ ブ ロ に対する認識は変 っ て いく. - リ ー にと っ て は パ ブ ロ もま
た - ル ミ - ネ と同様 rひ ょ っ としたら. . . . . .披 いI
Oプ ロI を通してしゃ べ っ て い る の は自分
で はな い か . 彼 の 黒 い 目か ら, た だ私自身の魂が私を見て い る の ではな い か . . . . . . .ち ょ う
ど - ル ミ - ネ の灰色の 日か らの ようにJく51Jと の 印象を与える存在であるo
こうして, こ の 作品に登場する人物はす べ て - リ ー 一 人の 分身であり, 全体が - リ ー の
モ ノ ロ ー グであ っ て, - リ ー と い う中心テ ー マ に対 して他 の 登場人物はその ヴ ァ リ エ ー
シ ョ ン なの ではな い か と思われてくる . そ こ で パ ブ ロ が - リ ー に対して次 の よう に言うの
は当然の こ ととなる. r私 レl
.ブ ロIは - リ ー がすで に望んで い て長 い 間夢見て い たある楽
し い事に招待しますo . . . . . .それが ど こ にあるか はあなたが御存知です. . . . . . .それ はあなた
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自身の魂の 世界で
. . . . . .私 はあなたがあなた自身の世界を見る こ とができるように助けよう
と いう のですo . . . . . 一私 の 小さ な劇場で . . . . . .oJく
521
それ で, す でに50オに近く, 痛風で関節の痛み に耐えねばならぬ - リ ー は r魔術劇場J
に入るため に, まず r仮面舞踏会J を訪れる o そ こ で要求される の は年齢, 職 乳 性格,
教養や生活上の趣味などか ら成る, 個性と い う名の 衣服を脱ぎ捨てる こ と であ っ た o その
た めに こそ仮面が用 い られ, 仮 の扮装をする .
r仮面舞踏会J が終ると いよ い よ r魔術劇場J へ の 入場が近づくo - リ ー は - ル ミ - ネ
と パ ブ ロ の表情に絶えず微笑が浮んで消えな い の を認め るo パ ブ ロ の 一 見 r子供じみた輝
やくような笑 い J, また - ル ミ - ネ の r明 るく てほがらか な. . . . . .そ の くせよそよそし い . . . . . .
水晶と氷からできて い るような笑 い J, それ は - リ ー 自身の 解釈によれば , ゲ ー テ 的なr不
死なるもの の笑 い であり, 対象 の な い 笑 い であり, 光明 であり . . . . . 1悪徳, 迷 い , 情熱. . , I . .
だの を突き抜けた時J く531に残る成果である o
そう いう微笑を浮べ た パ ブ ロ が r魔術劇場J へ と - リ ー を案内して いくo r魔循劇場J の
テ ー マ は パ ブ ロ によれば r笑 い を教えるこ とJ であり, r時間 の克服, 現実からの解放J で
ある . その ためにはまず更衣室でr個性を脱ぎ捨てるJ こ とが必要であるo パ ブ ロ は - リ ー
に対して, こ の劇場にあるもの はすべ て映像であり現実で はな い こ とを教えるo 中の廊下
にしつ らえられた鏡の 中に様々 な年令の 自分自身, 自分 の 無数の 断片を見 い 出すo 彼の Fガ
ラ ス玉遊戯A を暗示するか のように, 将棋盤を前にして無数の 人間の魂の 断片を駒代わり
にゲ ー ム に興じて い る男が現われる . こ の 男は, 人間の魂 の 中に統 一 的な秩序を持ち込む
ことは重大な誤ちである, と - リ ー に教える o そうしてみれ ば, ハ リ ー は 自分 の 過去が単
に精神分裂病的な錯誤ばか りで成立して い た の ではなく, r荒野の 狼Jとしての 生活ですら
rい かに豊かであ っ たか, . . . . . 一愛や , さまぎまな機会と誘 い かけに豊かに満ちて い たもの
であ っ たかJ を悟り, 驚嘆するo 今, 彼は過去から現在まで , 様 々 の 年齢の 自分を駒とし
て, 過去 の 断片をすべ て取り込み, ヘ ル ミ - ネに ふ さわしく成熟しなくてはならな い o
r私 の無数の神話の 中の 最後の姿として . . . . . .- ル ミ - ネが現われる . I - . .私 は今や, 私
のすべ て の 分身の 駒をすべ て彼女に集中し, 実現 へ と向うよう組み 立てるであろう.Jく5 4J
ヘ ル ミ - ネと の 一 体化が r魔術劇場J で究極的に自分 に要請されて い る こ となの だ, と
ハ リ ー は こ こ で認識する o そ の 企 ては成功するであろうか . r魔術劇場Jの中 で - リ ー は幾
つ か の幻想的な場面を体験する . 何人もの ハ リ ー が生気に 満ちて動き回 っ て い る . 一 人 の
- リ ー は rあらゆる少女はお前の もの J と書かれた ドアに飛び込み , また別の - リ ー は r楽
しい 自動車狩り へ どうぞJと書かれた ドア に入 っ て行く, と い う様にo そして最後 に - リ ー
は rい か に愛ゆえに人を殺すかJ と善かれた ドア の前に立 つ o こ れ は - ル ミ - ネの か つ て
の 予言を想起させる言葉である o ドアを開けると, ベ ッ ドの上 に パ ブ ロ と ヘ ル ミ - ネが寄
り添 っ て凄て い る の で, 嫉妬に駆 られた - リ ー は rパ ブ ロ の 歯形が残 っ て い るJ - ル ミ -
ネの 肌にナイフ を突き通すo - リ ー は こうして - ル ミ - ネ と合 一 する こ と に 失敗し てしま
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い つ の まにか モ ー ツ ァ ル トに姿を変えた パ ブ ロ は, - リ ー の - ル ミ - ネ に対する罪を裁
く . rくパ ブ ロIF - リ ー は 私たちの美し い 映像を現実と取り違えて, 鏡 に写 っ た少女を鏡に
写 っ たナイフ で殺 した. . . . - ゆ え に私 たちは - リ ー を永遠 に生 きる と い う刑 に処する
. . . . . .
oAそうして . . . . . す べ て の 同席者が声をそろえて高笑 い したo 人間にはほ とん ど耐え難
い 彼岸の 笑 い . . . . . . . JくS 51
ハ リ ー は フ モ ー ル を学ぶ こ とにお い て最後の段階で失敗して しま っ た . あらゆるもの を
仮象と認識しなければならな い にも抱わらず, - ル ミ - ネの みを, つ まり自分自身のみを
あまりにも真剣に取 っ て しま っ た. r気味 の 悪 い . . . . . .冷 た い , 妖怪 じみ た笑 い J, r恐 る ペく
薄 い , 氷 の ような空気に耐えて い るJ 着たちの r苦く鋭く. . . . . 一荒 々 しく, 非地上的なJ 笑
い に包まれて - リ ー は パ ブ ロ の , ある い は モ ー ツ ァ ルト, または あの将棋指しの男の 言葉
を聞く. rあなた は笑うこ とを学ぶ べ きですo それがあなたに要求されて います. . . . . . .あな
たは生きねばならな い . 笑う こ とを学ば ねばならな い J56Jそ こ で - リ ー は再び そ の生活を
生き直さねばならなくなるがiJl リ ー の 前 に開か れた ドア の遠 い彼方に パ ブ ロ が, モ ー ツ ァ
ルトが待 っ て い る筈である . こうして r不死なる者J に向けて道が開かれた と こ ろで rハ
リ ー . ハ ラ ー の 手記J は終 るo
4. 様々 な F荒野の狼A 論
アメリ カにお ける ヘ ッ セ ブ ー ム の影響を受けて西 ドイツ に伝播した - ッ セ再評価の 動き
の 中で, ヘ ッ セ 関係資料の集大成作業が 1970年代にお い てようやく盛んげな っ たが, 1972
年に VolkerM ichels が編んだ 1tM aterialie n z uH. He sses,DerStep pe u w olf, u く5 71は そ の
成果の 一 つ であるo こ の 中には F荒野の狼A 執筆当時の - ッ セ の 書簡, 関連するそ の他 の
,i-品の他 に, 1927年以降か ら1972年に至るまで の F荒野の 狼J諭 22篇が収められ て い るo
A
. W . Fieldはその著 ttHe rm an nHesse, Ko m m e nta r z u s鎧mtliche nW erkep く58Jの 中で,
そ れら22編の F荒野の狼A 翰 のうち Ha nsM eyer, T . Ziolko w sky, Rudolf Pa n n witz, B.
Alle m a n n, Ho rst Dieter Kreidle r, An ni Carls so nの も のを特に重要と して い る. く5 91 こ の
5人の論文 の他にもなお, こ の uM aterialieno 中 には重要なもの はある o 殊に受容史を考
えるため にはその 歴史的重要性か ら見て Colin W ils onの .10utsider u nd Burger
IJ や
Tim othy Le a ry の ytM eisterfuhr er 芝u mpsychedelische nErlebnis
J,
は 無視できな い だろ
う. た だし, こ こ で Field が挙げた論文, またそれ以外の tlM aterialie nI, 中 の論文にも特
に マ ン の 言う r大胆な実験性Jに焦点をあてたもの はな い . Field自身もまた様々 な論文を
紹介する途中で, 犠 野 の狼J の 独創的, 実験的性格 に つ い て は マ ン が早くから注目して い
たと述 べ るに留まる . く60J
Ha n sM ayerの場合 は,く61川 荒野 の狼Aを高く評価しながらも ー 方で は, こ の作品 に が 単
に分析と菅告があるの みで解決が ない Jと い う留保を つ ける o Fieldはそれ に対して, マ ル
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キシ ズ ム の 批評家にお い ては こ の ような論調は特に珍らし い こ とで はな い , との コ メ ン ト
を付して い るo
R. Pa n nwitz は ,
く62W 荒野の 狼Aはなん ら特定の 宗教的な信条に拠ると こ ろなく てなされ
る , r地獄 - の 没落から人間の魂を救済するJ 試 み にそ の テ
ー マ がある として, ゲ ー テ の
Fフ ァ ウ ス トA との 類似性を強調 して い る.
H. D. Kr eidler は,
t63J F荒野 の狼A の r魔術劇場J の部分は T. Le a ry の 言うように麻薬
パ - ティ の 絶好の教本などでは なく, また, r荒野の 狼J の危機は r幻覚の めくるめく万華
鏡の 中で解決され るもの でもな いJ と述 べ , こ れを誤 っ た解釈として斥けた o パ ブ ロ , モ
ー
ツ ァ ルト, r魔術劇場J は - リ ー が 自己愛草を遂げて
r不死なる 乱 に達する上で通過しな
くてはならぬ 一 過程であり, 自己探究こ そが こ の 事の 唯
一 の テ ー マ であると言う .
また, A. Carlss onはく641- ッ セ の r荒野の 狼J シ ン ボ ル は ニ ー チ ェ と ル ソ
ー と フ ロ イトを
父として生れたもの である, と言うo
A. W . Field がこ の 小説に つ い て か つ て善かれたもの のう ちで最も重要なもの , として
い る T. Ziolkowsky の 論文, また, その 中でわずかなが らマ ン の 賛辞に つ い て言及して い
るB. Alle m a nn の もの に つ い て は , Jos eph M ile ck の 解釈を紹介した後に触れる こ とに し
たい .
J. M ile ck は 1978年 出版 の 大部の - ッ セ 伝 vtHer m an nHess e. Dichter, Su che r,
Bekerm erp t6引 の 中で 町荒野の狼A に つ い て, マ ン の 賛辞に依拠する形でその構造を考えて
い る. J. M ile ck によれ ば,く66H rユ リ シ ー ズJく1922判 , 町贋金使 い Aく1926判 , F荒野の狼皿
く1927判 の 三作にお い て マ ン の 言う実験性と目され るもの は, 内容にではなく形式にお
い て見 い 出きれ ると言うo なぜなら, 後によれば, それら の 内容とされる
r精神的なもの
と肉体的なもの へ の 関心, 両極性, 20世紀西洋文化 へ の 批判, 心理学的傾向, 理想主義的
傾軌 などは特に - ッ セ の み に新し いも の ではな い からである o 従 っ て リアリズ ムや象徴
主義的傾向, ある い は フ ァ ンタ ジ ー の 混合物として の 内容よりも, その 形式に こ そ実験性
があり, 具体的にはそれは - リ ー と ブ ル ジ ョ ア社会と い う 二 つ Cl
r肖像の 多層的な描き方J
を指し, それによ っ て必然的に r物語の 四書B構造J が生じてきて い る o しかも, こ の 二 つ
の肖像が四 つ の 異な っ た次元 で四 臥 三人 の 異 っ た語り手によ っ て語られて い ると見る o
語り手の 一 人 はまず - リ ー の 宿 の 女主人の 甥で, r手記Jの編者である o 彼は異常に長 い
r序 丸 を書 い て r市民の 目J に映じた外見上の
r荒野 の 軌 と, 彼の 属する市民社会 の
生活感覚, ある い は気質を伝える . その 文体は - ッ セ の 工夫 に より, 確か に教養はあるが
r文学的には限界のあるJ感覚しか有しな い 市民に ふ さわしく,
rめ りは IJの な いイデ ィ オ
ム, 動詞や構文の 無器用な繰り返しJ に満ちて い る. こ れ に よ っ てまず四部構造の 第一-
一 部
が形成される o
第 二 の 語り手は い わゆる r不死なる者J であ っ て, 彼 は
rトラクタ ー トJ の 著者で ある .
第 一 部の r序文J で は - リ ー と 市民社会が外から描写されたの に対し, こ こ では内から描
119
20 山 本 孝 一
写され るo それは r人間の悲喜劇を超越しfl.. i . . . .不死 なるもの J に の み期待 し得る文体を
持ち, 機知に富み, 時にはイ ロ ー ニ ッ シ ュ な, め りはり の き い た言葉で r弁証法的に論じ
られ . . . - .学識 に満ちた ドキ ュ メ ン トJ にな っ て い る . こ れが第二部であるo
第三 の 語り手となるの は - リ ー . - ラ ー 自身で, 彼は残りの 二部分 の 語り手役を引受け
るc こ の 二部分 は本来は 一 つ の もの である r% 乱 を分割したもの で, 第三部に相当する
の が 憶 術劇 軌 以前の部分, 第四部が r魔術劇 軌 の部分 となるo 第三部にお い ては ハ
ラ ー 自身に つ い て, 特 にその抑圧的な状況を解明 し明 るみに出すこ とに力点が置かれ, 自
己省察的な文が続くo これらの 文章は同時に市民社会の虚偽性をも明 らか にして い く機能
を持 つ o 最後 の 第四部 憤 術劇軌 にお い て は再度 - リ ー の 自己観察とこれ まで の 生活の
検討が行なわれ, こ こ で の最終的な自我の 分析は先行した三部を補完する. こ の 第三, 第
四部 にお ける文体 は r- リ ー . - ラ ー と い う神経過敏症の男の 自伝的著軌 にふ さわしく,
先行する二 人の 語り手に比して芸術家らし い繊細さを備え, 切 想的に . . . . . .観念化され, 象
徴化され, 劇的に され J て い て, 言葉ほ巧みに選ばれ , リ ズ ム と流れは内容に応じて緩急
自在であると いう o
かくして ヘ ッ セ は ハ リ ー . - ラ ー と い う 一 人 の ア ウトサイダ ー と, そ の背後に控える市
民社会の r5E 仝な肖胤 を作り上げるこ とに成功したo もしこ の ような r実験軌 な方法が
とられなければ こ れは不可能であ っ ただろう, と M ile ck は考えて い るようである oM ileck
は次 の ように言うor伝統的な描写で は退屈なまで に詳細な論文に しか ならなか っ た筈のも
の が, その事き出しにお い て魅力的で, 構造にお い て は唯 - 無 比 の 物熟 こな っ た o,く67,
M ile ck の こう いう構造分析は明解であり, こ れ によ っ て, 一 見錯雑 した多くの要素が絡
んで い るか の ようなこ の作品が, 実は綿密な計算に基ず い て作られたもの である こ とが,
こ こ では少なくとも明らか にされて い るo そ こ にある の は, 四 つ の部分が相互 に補完し合 っ
て い る均衡 の とれた統 一 体であるo と こ ろが, それ が こうして明白にされてみる と, 実は
こ こ に, マ ン の言う r実験性Jに つ い て だ けは, M ileck の見方に疑念が生じてくる o 彼 の
説得力充分な構造分析からは形式的な整創生の持 つ 美しさが見えてくるo - ッ セ が こ の作
品にお い て形式的な点で はかなり意識的であ っ た こ とは幾 つ か の 書簡か らも明らか では
あるが, しかし, そ こ に生じた形式的な美は, マ ン が言う r大胆 な実験性J とは別の と こ
ろから生じた結果で はな い か
, と考えたくなる o むしろ, こ こ でJ. M ile ck の 見た形式的
美しさは マ ン の r大胆な実験性J と は本質的に矛盾する もの ではな い だ ろうか o なぜなら,
F ユ リ シ ー ズA や 鳩 金使 い止 は こ のような芸術的な均衡の とれた形式美とはおよそ無縁
だからである o
T
. Ziolko w sky がJ. M ile ck に 先 立 っ て す で に 1958年 に 青 い て い る t.Her m a nn
Hes sesIStep pe n w olfく, Ein eSonatein Pro sa
,t681 は特に マ ン の 賛辞に触れて は い な い が ,
J. M ileck 同様, そ の 多層的な作品構造と複数の パ ー ス ペ ク ティ ブに注目して, 形式的な完
壁性を追及 して い るo だ が, T. Ziolkowsky が明 らか にして い る の は ソナタ形式との類似
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性であり, J. M ileck とは逆に
r実験 軌 と言うよりはそ の r古典 軌 な性格である.
ヘ ッ セ 自身, F荒野の 狼Aの 持 つ 音楽的な形式性に つ い てすでに何度か, 書簡の 中で述 べ
て い たo
rこ れまで誰も, 批評家たちも観て い な い の は こ の作品 の 形式です. それは く多くの 私
の他の作品の ようにl 断片的で はなく, ソナタや フ ー ガ の ように均衡の とれた, 新しい 形
式ですo J く1927年 7月 8 日付, Felix Br a un宛J
く691
rF荒野の 狼A は . . . . . .ソ ナ タ の ような構成で組み立て られて い ます.J く1930年11月,
Er win Ackerkn echt宛l く70J
r r荒野の狼J は少なく とも Fゴ ル トム ン トJ と同じくら い に純粋に芸循的で, トラクタ ー
トと いう間奏曲の 回りに緊密に, ソナタ のように組み立てられて い ます.Jく1930年11月13
日付, M . W . 宛IU
ll
rr荒野の狼A は カノ ン か フ ー ガ の ように厳密に作られ, 私に可能なぎりぎりの と こ ろま
で 一 つ の 形式になり得ましたoJ く1932年10月付, E. K . 宛1く721
T. Ziolko w sky は - ツ セ の こ の形式性 へ の固執に注目し, rソナタ形式J と い う尺度で
F荒野の狼止 の検討を行 い , そ こ に多少留保を つ けながらもソナタ的構造を確認したので
ある .
彼によれば, F荒野の狼J は r導入部J くttEinleitungsteil
J,l と r中心の 筋J く札eigentliche
H andlung
Ul と r い わ ゆる魔術劇場J く仏da s s ogen an nte M agis ches T he ater
n
l の 三部分
に分かれて い る, と言う. これらがそれ ぞれソナタにお ける三 つ の楽章に対応するもの と
見るo 彼の 言う第 一 楽章に相当する r導入的な部分J とは, r序文Jから始まり - ラ ー の r手
記J の 冒頭を経て rトラクタ ー トJ に至る 一 連の 部分を指す o ソナタ形式とは, 古典的普
楽理論によれば, 数楽章か ら成るある楽曲中で, そ の 第 一 楽章が r主題提示部J く仏Ex-
po sitio n
qJと r展開部JくttDu rchftihr ungIJlと r再現部Jく心Reprise
IJ
lとに分かれる時, その
第 一 楽章にお ける形式を ソナタ形式と い い , そ のような第 一 楽章を有する楽曲をソナタと
言うo F荒野の 狼皿 の 第 一 楽章に相当する部分では, r序文J が r提示部J としてあり, ハ
ラ ー の r荒野 の狼J 的側面を第 一 主題とし, そ の市民的側面を第二 主題 として い る o 次 の
- リ ー の r手記J 冒頭は r展開部J を形成し, - リ ー 自身の 声により r提示部J に示され
た主塔が具体的に語られる . rトラクタ ー トJ は r再現部J に相当し, こ こ では r不死なる
者Jによ っ て ハ リ ー が 全体的, 給食的に, 二 つ の 主窟を結合する形で描写され て い る. 従 っ
て, こ こ に厳密な音楽理論にか な っ た ソ ナ タ形式による第 一 楽章が実現 して い る, と T.
Ziolkowsky は見る o
次 に rトラ クタ ー トJ と r魔術劇場J の 間にはさまれ た部分 は本来の 筋の 展開部で , こ
の 作品中最も Ro m an的な部分であると言 っ て い い が, た だし音楽理論上の 観点から 見れ
ば, こ こ を第二楽章とするの には 多少無理がある . しかし, r現代の ソ ナ タの 多く の構造は
古典的ソナ タの 構造よりも厳密で はなく な っ て い るJく
73Iこ とを考え合わせ れば, こ こ を第
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二 楽章と み なすこ とも許容 されるの ではな い かと T. Ziolko w sky は言うo 第三楽章に相当
する r魔術劇場J にお い て は r現代の シ ン フ ォ ニ ー にお ける ご とくJ, 幾 つ も の先行してい
たテ ー マ が様 々 なヴ ァ リ エ ー シ ョ ン です べ て の部分に現れ , r全体が構造的な統 一 体 である
と の 印象を伝えるJ こ と に成功して い る o
かくして, T. Ziolko wsky によれば r - ッ セ の側で意識的であ っ たか無意識的であ っ た
か に拘らず, 全体的に音楽形式に 一 致し, 特定 の箇所にお い て は 一 般 に通用して い る作曲
モデ ルに適応して い るJけ41の で, F荒野の狼止 を r散文による ソナタJ と見る こ とは極め て
妥当なことであると い う.
ヘ ッ セ 自身が ど こまで rソ ナタ形式Jを厳密に考えて い たか は別とし七, J. M ileck の 分
析も T. Ziolkow sky の 分析も共に こ の 作品の 形式的な美しさを確証するこ とにそ の 目標
を置き, 両者それぞれ成功したと言える o T. Ziolkowsky の 分析は rソナタ形式J と いう
音楽概念の枠に適合 した形を厳密に こ の作品から読み取 ろう と意図したため に, 手記の冒
頭とrトラクタ ー トJを第 一 楽章, つ まり 一 つ の も の とみなすと い う点で, rトラクタ ー トJ
が挿入物である こ とで全体に及ぼす効果 へ の 考察が抜け, またJ. M ileck の 四分割に比し
ても多少無理があるが , 両者ともに, し かしJ. M ileck の場合は意図に反して, 20世紀的




A 11e m an nは マ ン の言う r実験性J に つ い て 1961年に書 い た エ ッ セイ tlTr a ctatv o m
Step pen w olf
u
の 中で次の ように述 べ た.
r現代小説の特殊 な発展に つ い て の知識をもと に判断すれば, 後にブ ロ It.ッ ホ やム ジ ー ル
に お い て再び見られるような科学 エ ッ セイ風の ものを挿入する と い うや り方の 晴夫が F荒
野の狼 - トラクタ ー トA にお い て見られ る の だ, と言 い たくなる o マ ン が r荒野の 狼A を
その実験的大胆さにお い て ジ ョ イ ス の 町 ユ リ シ ー ズJ と並び称した時, 彼は こ の ような関
連を考えて い た の かもしれない oJ 冊
しかし Alle m a mはそれがただ外見上 その ように思われる と述 べ て い るだ けであ っ て,
結論として彼は, ム ジ ー ル や ブ ロ ッ ホ に つ なが るような rトラク タ ー トJ の r実験性J, つ
まり形式上の新 しさを否定して い る. すなわち, rトラクタ ー トJは現代小説風の , 独 立的
に挿入された r科学的 エ ッ セイJ ではな い と い う. 確か にそこ に は現代深層心理学が基盤
としてあり, マ ン の F魔 の 山A におけるナフ タと セ テム ブリ - ニ の 議論 の よう に rトラクタ
ー トJ でも文化の 危機と いうテ ー マ で論述されるが, マ ン の ような r知的な輝きJ は断念
され て い て, 更に こ れが r行商人の か つ い だ箱J の 中か ら出たもの と いう , 多少世俗的な
い かが わしさもあるこ とを - ッ セ は否定しな い o そ こ で Alle m an nは言う. rこ の トラクタ
ー トは文学史的に は, 現代小説で次第に増大する理知的傾向の 流れの 中に属するかもしれ
な い が, こ こ には厳密な学問的主張, ある い は学問と文学を合 一 さ せようと い う野 心が欠
けて い る .Jく761
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それ で は rトラクタ ー トJ の 意味すると こ ろは
一 体何か . B. A lle m an nは rトラクタ ー
トJ は rそれなくしてはほ とん どその 本来の 意味が把握され得ない であろうようなある出
来事に対する注釈J, つ まり
r手記Jに対する注釈であると言う . また これは, 最終部の r魔
術劇 軌 の rス ケ ッ チJ を兼ねる, とも言う. そしてまた, こ れ は必らずしも全知全能の
神の立場で - リ
ー を知り尽して い る者が これ を書 い た の ではな い o rトラクタ ー トJの機能
に つ い て B. Allem a n nは次 の ように結論づける.
rFトラク タ ー トA の外見上の 冷静さと客
観性を背景にしてこそ荒野の狼が置かれた非人間的な緊張感がより
一 層 明白になる o ゆえ
に 町トラクタ ー ト止 の 機能は - リ ー . - ラ ー の F手記A の 枠内にある o Jく叩 こ の ように B.
Alle m an nは rトラクタ ー トJ が 一 見唐突な挿入物であるか の ように見えながらも, 実は地
の部分 と内容的に補完する形で密接に結び つ い て い る こ とを明らかにした o こ れ は こ の作
品がJ. M ileck の ように四部構造で, ある い は T. Ziolko w sky のように ソナタ的な三部構
造で 一 つ の 統 一 体をなす, とした考え方と基本的に異ならな い o ただ しB. Alle m an nはそ
の新しさに関しては M ile ck の ように形式にではなく, 19世紀的全知の神の 立場に立 つ 語
り手が どこ にも現れて い な い点に見て い る . - - 見その ように見えそうな rトラクタ ー トJ
の書き手も r19世紀リアリ ズ ム の小説でならばも っ と前面に押し出され
. . . . . .全知の 作者自
身になり代わり, 筋に介入してくるJ筈なの にそうは して い な い , と B. Alle m an nは述べ
る.
い ずれにしろ, 塊 つ か の構成部分 に分れて相互に補完し合う形でできた W荒野の 狼A に
お い て, マ ン の r実験的な大胆さJ は, 形式よりも内容の 面に求められると考えるほうが
妥当である と思われ るo
F荒野の 狼止 執筆 一 年後 , 詩集 F危機J を出した時, - ッ セ はそ こ に付した前書きで,
それまで の 過去を振り返 っ て次の ように述 べ て い る . rこ こ くF危機Alでは . . . . . .精神が自ら
に疲れ, 王座を降り, 自艶 カオ ス , 動物的なもの などに席を明 け渡してしまう人生の 諸々
の段階の 一 つ が語られて い ますo 私 の 人生では常に . . . . . .精神化を目指す禁欲の時期と . . . . . I
狂 っ た危険なもの に夢中に なる時期とが交互に訪れます. . . . . . .こ の 時く, 多分より深 い方 の
生活の半分, それの 大部分 に つ い て は私 の 以前の 作品で は無意識の うちに沈黙されるか美
化されて い ました o . . - ヰ を経て . . . . . .た だ 自己認識と率直さ へ の 熱意だけがまた書くこ と
へ と促す今, こ れまで隠さ れて い た生活の 半分も意識化と描写の 光り の 中 へ 押し出されね
ばなりませんで したo Jく糊
こ こ で言う, これまで r無意識の うちに沈黙J してきた部分を顕在化して い くと い う深
層心理学的な仕事は, すでに 1917年の Fデミア ン皿 に お い て始ま っ て い たけれ ども,
折荒
野の狼A ではその作業 が最も深く - ッ セ個人の内面に入 り込ん だ と ころで達成され たo こ
れまで挙げた幾 つ か の論文 に見る通り, - ッ セ は W荒野の 狼A にお い て殊更に新しい 形式
を発明した訳ではな い o 形式的な工夫は認め られる にしても, マ ン が精通した r大胆な実
験性J は, 先に引用した 1945年の 書簡にある通り,
r非常な苦難と危険に直面して い る現
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代人が自分自身の 存在の 意味を問うて い る, ほとん ど祈りと言 っ ても い い , 不安げで情熱
的な態度Jく791と い う マ ン の 言葉の延長線上で考えられる べ きもの であろう. - ッ セ の , rこ
れまで沈黙して い た部分 Jを作品化する作業の 中に, 倫理的に r大胆な実験性J がある o そ
れは内容面にも形式面にも言えるこ とで, - ッ セ は こ こ で自分 の 作家生活全体の 問 い 直し
を行 っ た の だか ら, 特に内容か形式の い ずれか 一 方 に重心を移して これを読むと , い ずれ
の場合にも - ッ セ の r祈りJ の 本質が見失なわれる o
r荒野 の 軌 は言う o r い つ か私 は笑うこ とを学 ぶだ ろうo パ ブ ロ が老 を待 っ て い るo モ ー
ツ ア ルトが私を待 っ て い る oJく叫 - ッ セ はある書簡で後に次のように言う. rF荒野 の 軌 の
内容と目的は時代批判や個人的な神経症で はなく, モ ー ツ ァ ル トと不死 なる者ですo Jく1931
年ある い は 1932年, P. A . Riebe宛lく841モ ー ツ ア ル トの 世界, ある い はゲ ー テ の 住む世乳
つ まり普遍的な精神世界が F荒野の 独 の 目標で あり, 古典主義的なもの へ の志向が ヘ ッ
セ の 姿勢である こ とが こ こ で確認される o それが 1920年代にお い て, 更に現代にお い ては
い か に困難であるか, それを 町荒野の狼A は示したo マ ン の あ の賛辞は, そ の ような ヘ ッ
セ の 作品とその生活の 中にあり, - ッ セ とは異質なジ ョ イ スや ジイ ドの作品にも共通して
ある , こ の 困難蒐版の ため の r祈りJ に向けて呈され たもの であろう . また, こ の 内難を率
直に告白し, 敢えて克服して い こうと いう r実験的J な姿勢に こそ, これまで数度に渡 っ て
見られた ヘ ッ セ ブ ー ム で のような, 若 い世代に訴える魅力の 源があ っ たもの と思われる o
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